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ポスター発表P01　第1日

P01ポスター発表 第1日（8月31日）　　9 : 30～11 : 00 3号館1階カフェテリア

在席責任時間　奇数番号︓9 : 30～10 : 15　偶数番号︓10 : 15～11 : 00

P0101 従属変数が複数ある場合の多重検定問題

―各p値調整法の familywise error rate制御の比較―

◯酒井　拓人 愛知学院大学

 小野島　昂洋 愛知学院大学

P0102 フィードバックによる不注意回答抑制の試み

―オンライン調査における検討―

◯山田　怜生 名古屋大学

 光永　悠彦 名古屋大学

 五十嵐　祐 名古屋大学

P0103 自己完結型 ・他者介在型自己制御尺度の開発

一人で行うか， 他者を活用するか

◯原田　知佳 名城大学

 榊原　咲絵 知多信用金庫

P0104 セルフ ・ コンパッションと心理的暴力及び関係満足度の

関連

配偶者ペアデータを用いた検討

◯宮川　裕基 追手門学院大学

 Jia Wei Zhang The University of Memphis
 古村　健太郎 弘前大学

 谷口　淳一 帝塚山大学

 金政　祐司 追手門学院大学

P0105 社会的地位と包摂が自尊心と自己愛に及ぼす影響

―国際比較データを用いたハイロメーター理論の検討

―

◯長谷川　孝治 駒澤大学

 古里　由香里 お茶の水女子大学

 古谷　嘉一郎 関西大学

P0106 発達障害のセルフラベリングに対するフィードバックの

内容が当事者の心理に与える影響

―賞賛獲得欲求 ・拒否回避欲求に着目して―

◯山田　梨央 佛教大学

 箕浦　有希久 佛教大学

P0107 徳を積むことに関する行動や信念

公正世界信念， 不思議現象信奉， 利他行動との関連

性

◯向居　暁 県立広島大学

 遠藤　美南 損保ジャパン

 村山　綾 立命館大学

 山本　琢俟 文教大学

P0108 道徳的規範意識、 自律性及び精神的健康の関連 ◯清野　幸歩 日本女子大学

 前場　康介 跡見学園女子大学

 石井　辰典 日本女子大学

P0109 サイコパシー特性によるPDゲーム選択推移構造の比

較

Gradual戦略をもとに

◯安念　保昌 札幌保健医療大学

P0110 社会規範に対する感受性の測定 ◯尾崎　拓 関西福祉科学大学

P0111 「ながら食べ」 によって間食が促進されるか ◯高本　真寛 横浜国立大学

 桑原　葵 （株）東京電力ホールディングス

P0112 血圧変動が気分に与える影響 ：

経験サンプリング法を用いた検討

◯伊崎　翼 高知工科大学

 高田　圭二 明治学院大学

 沓澤　岳 産業技術総合研究所

 日道　俊之 高知工科大学

P0113 罪悪感のセルフコントロールに及ぼす影響

経験サンプリング法を用いた検討

◯古川　善也 福岡大学

P0114 安全性の知覚は共感性と心拍変動の関係を調整する

のか？

◯日道　俊之 高知工科大学

 伊崎　翼 高知工科大学
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P0115 作者のパーソナリティ情報は作品への感動に影響する

のか

◯加藤　樹里 金沢工業大学

P0116 アレキシサイミア傾向者における共感性とメンタルヘル

スの関連性

感情制御方略の調整効果に着目した検討

◯細川　亜佐子 名古屋大学 ・日本学術振興会

 北神　慎司 名古屋大学

P0117 親切の送り手による受け手の感謝の過小評価

第三者評定との比較および感謝表出の影響の検討

◯白木　優馬 愛知学院大学

P0118 日本人大学生を対象とした表情による感情知覚パター

ンの測定

感情知覚の正確さとノイズ知覚に着目して

◯賈　琴 広島大学

 謝　新宇 広島大学

 中島　健一郎 広島大学

P0119 反すうを状況別に測定する尺度作成の試み

罪悪感， 怒り， 恥に着目して

◯辻本　有希 奈良女子大学

 竹橋　洋毅 奈良女子大学

P0120 嫌悪感情が道徳判断に与える影響の検討 ◯松尾　朗子 東京大学

 向井　智哉 福山大学

 田中　友理 多摩大学

P0121 親が子どもをほめることが親自身の仕事の動機づけに

与える影響

◯柿沼　亨祐 高知工科大学 ・日本学術振興会

P0122 関係継続意図と送り手の表出感情が感情共有と結びつ

き知覚に及ぼす影響

◯小森　めぐみ 東京女子大学

 田中　知恵 明治学院大学

P0123 向社会性の向上における感謝介入の効果 ◯眞嶋　良全 北星学園大学

 吉田　崚人 北星学園大学

P0124 環境の変化が学生の孤独感と精神的健康に及ぼす中

期的影響

多母集団RI-CLPMを用いた分析

◯李　受珉 広島大学

 戸谷　彰宏 広島大学

 清水　陽香 西九州大学短期大学部

 安部　主晃 広島大学

 重松　潤 富山大学

 張　梓源 広島大学

 神原　広平 同志社大学

 阿部　夏希 広島文教大学

 早瀬　良 中部大学

 杉浦　仁美 近畿大学

 阿部　修士 京都大学

 中井　隆介 京都大学

 柳澤　邦昭 神戸大学

 中島　健一郎 広島大学

P0125 消費者動機やリスク回避行動の制御焦点志向との関連 ◯田　浩 東京都市大学

 山崎　瑞紀 東京都市大学

 瀬戸　大雅 東京都市大学

 森屋　恵里 東京都市大学

P0126 感情調節方略と中庸思考が感情体験に与える影響に

関する検討

在日中国人労働者を対象とした質問紙調査を基に

◯林　萍萍 大阪商業大学

 菅原　大地 筑波大学
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P0127 縦断データを用いた孤独感に影響する諸要因の検討

2022年度データ （戸谷他， 2023） の追試検討

◯戸谷　彰宏 広島大学

 李　受珉 広島大学

 清水　陽香 西九州大学短期大学部

 安部　主晃 広島大学

 重松　潤 富山大学

 張　清源 広島大学

 神原　広平 同志社大学

 阿部　夏希 広島文教大学

 早瀬　良 中部大学

 杉浦　仁美 近畿大学

 阿部　修士 京都大学

 中井　隆介 京都大学

 柳澤　邦昭 神戸大学

 中島　健一郎 広島大学

P0128 マスク着用における向社会的動機と孤独感との関連

本人の動機と他者の動機の推測に注目して

◯宮崎　弦太 学習院大学

P0129 他者からの軽視が潜在的自尊心の補償的高揚に及ぼ

す効果

◯村上　史朗 奈良大学

P0130 知能観がフィードバック獲得行動に及ぼす影響

フィードバックの獲得をためらう理由に着目して

◯田﨑　希実 奈良女子大学

 竹橋　洋毅 奈良女子大学

P0131 未達成の目標によるマインドワンダリングは計画が解消

するか

◯伊藤　颯希 大阪公立大学

 河村　悠太 大阪公立大学

P0132 認知バイアスの経験と二重過程モデル

認知バイアス ・ アセスメント尺度80 （CBA-80） と認知

的熟慮性検査 （CRT） の成績の関係

◯森　津太子 放送大学

 高比良　美詠子 立正大学

 池田　まさみ 十文字学園女子大学

 宮本　康司 東京家政大学

P0133 一般化線形混合モデルによる共同サイモン効果の再考 ◯入江　駿 獨協医科大学

 橘　篤導 獨協医科大学

 松尾　朗子 東京大学

P0134 からかいの受け手は何を手がかりに話し手の意図を推

測するのか

―相反する２つの意図推測への影響モデルの検討―

◯本郷　亜維子 放送大学

 森　津太子 放送大学

P0135 表情✕顔色✕背景色が顔マークの知覚に与える効果

明暗 ・良悪 ・温冷の評定次元を用いて

◯朝比奈　遼 帝京大学

 大江　朋子 帝京大学

P0136 認知的 / 感情的共感と注意制御の個人差が外集団脅

威情報接触後の集団間感情に及ぼす影響

◯吉田　綾乃 東北福祉大学

P0137 属性推論における二重過程に影響する要因の検

討 （1）
サティスファイシング傾向と回答者の個人特性の関係

◯工藤　恵理子 東京女子大学

 大江　朋子 帝京大学

 森　津太子 放送大学

P0138 属性推論における二重過程に影響する要因の検

討 （2）
対応バイアスとその修正に関わる個人差と加齢の効果

◯大江　朋子 帝京大学

 工藤　恵理子 東京女子大学

 森　津太子 放送大学

P0139 偏見の表出における楽観的認知バイアスとその関連要

因の検討

統制可能性， プロトタイプの典型性， 発生頻度および

望ましさの知覚との関連

◯山本　真菜 日本大学

 岡　隆 日本大学
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P0140 SNSの使用が二分法的信念に及ぼす影響

「いいね （！）」 の機能に注目して

◯新井田　恵美 東洋大学

 田戸岡　好香 高崎経済大学

 樋口　収 明治大学

P0141 「幸運のネットワーク仮説」 に関する再検証

―ネットワークから得られる幸運 ・不運の意識から―

◯村上　幸史 大阪大学

P0142 公正世界信念 ・擬人化 ・価値共有がロボットへの否定

的反応に及ぼす影響

◯濱田　龍 東洋大学

 長谷川　孝治 駒澤大学

P0143 他者の道徳判断およびその理由が個人の道徳判断に

及ぼす影響

◯朴　ゴウン 西南学院大学

 石井　敬子 名古屋大学

P0144 道徳逸脱行為者への非難における喚起感情と所属集

団の影響

大学生の身近な集団を用いた検討

◯島﨑　敦也 東京学芸大学

 品田　瑞穂 東京学芸大学

P0145 格差拡大が保守主義への支持に及ぼす効果

―一般サンプルでの再検討―

◯李　禕飛 東京都立大学

 沼崎　誠 東京都立大学

P0146 家庭と仕事に必要とされる特性の認知が両立への動機

づけに及ぼす影響

◯高林　久美子 東京女子大学

P0147 潜在指標を用いた道徳性優位仮説の検討

―自発的特性推論の実験パラダイムを用いて―

◯佐野　秀 明治学院大学

 宮本　聡介 明治学院大学

P0148 クリティカルシンキング能力と他者感情推測の正確さの

関係

交差遅延モデルによる検討

◯矢澤　順根 広島大学

 中島　健一郎 広島大学

P0149 繰り返し思い出すことでより美しくなるのか？

―反復想起が再認時の顔魅力度変化に与える影響―

◯費　思怡 筑波大学

 川上　直秋 筑波大学

P0150 物語形式による情報伝達が対人認知に及ぼす影響に

ついて （2）
―犯罪報道にみられる容疑者の素性に関する情報伝

達と顔写真の有無による検討―

◯金田　宗久 愛知学院大学

 伊藤　君男 東海学園大学
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在席責任時間　奇数番号︓15 : 00～15 : 45　偶数番号︓15 : 45～16 : 30

P0201 線画の太さがキャラクターの印象に与える効果 ◯玉宮　義之 白鴎大学

P0202 ターゲットの性別と優れている領域がターゲットへの非

人間化に及ぼす影響

20 ～30 代の女性を参加者として検討

◯朴　建映 東京都立大学

 李　禕飛 東京都立大学

 沼崎　誠 東京都立大学

P0203 社会的比較プロセスにおける同化と対比

SNS 投稿による他者提示法を用いた検討

◯大久保　暢俊 東洋大学

P0204 SNS上の妬みが主観的well-beingと自己高揚に及ぼす

影響

Krasnova et al. (2015)の概念的追試

◯下田　俊介 東洋大学

 下田　麻衣 京都ノートルダム女子大学

P0205 旧制度下での不公平経験が制度改革に対する賛成度

に及ぼす影響

◯水口　真希 東京大学

 村本　由紀子 東京大学

P0206 かわいい声はなぜ好かれるのか？

ジェンダー自尊心が声の選好に及ぼす影響

◯高田　治樹 医療創生大学

P0207 孤立 ・孤独に対する社会的スティグマの検討 (2) ◯杉浦　仁美 近畿大学

 柳澤　邦昭 神戸大学

P0208 上昇婚を正当化する態度と人生満足感の関連

ジェンダー格差社会の恋愛観とシステム正当化に関す

る予備的検討

◯麻生　奈央子 お茶の水女子大学

 坂元　章 お茶の水女子大学

P0209 学歴ステレオタイプ脅威による就職活動時のパフォーマ

ンスへの影響

◯城後　有希 西南学院大学

 田原　直美 西南学院大学

P0210 相互依存観がメタステレオタイプと集団間態度に与える

影響

◯品田　瑞穂 東京学芸大学

P0211 ステレオタイプ抑制における逆説的効果に対する仮想

接触の効果

◯澤田　絵里 筑波大学

 宮下　達哉 日本大学

 岡　隆 日本大学

P0212 「日本人らしさ」 にかかわる基準の変移現象 ◯塚本　早織 愛知学院大学

P0213 システム脅威が男性の性役割的偏見/ジェンダーステレ

オタイプ化に及ぼす効果

―大学生サンプルでの再検討―

◯沼崎　誠 東京都立大学

 李　禕飛 東京都立大学

P0214 女性管理職に対する評価に性役割態度と性差が及ぼ

す影響

～全国の正社員男女を対象とした意識調査から～

◯武藤　麻美 阪南大学

 桂田　恵美子 関西学院大学

P0215 社会システムの変化の受容に影響を及ぼす要因

―都市部および地方居住者データを用いた検討―

◯村山　綾 立命館大学

P0216 人工知能の発展は人々の知能観を変化させるか ◯谷辺　哲史 早稲田大学
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P0217 催眠についてのイメージをYahoo!知恵袋から読み解く 
その3
―自己組織化マップを用いて―

◯中谷　智美 甲南大学

 福井　義一 甲南大学

 澤田　戒 甲南大学

P0218 心理学の講義によるAPPleⅡの変容

不思議現象に対する態度 (75)
◯小城　英子 聖心女子大学

 坂田　浩之 大阪樟蔭女子大学

 川上　正浩 大阪樟蔭女子大学

P0219 潜在的態度に対して状況要因が与える影響

スポーツ ・運動に対するSC-IATを用いた検討

◯大橋　恵 東京未来大学

 澤海　崇文 流通経済大学

P0220 ヒト脳オルガノイドに対する心の知覚と道徳判断

2項関係の道徳理論による検討

◯苫米地　飛 東京大学

 谷辺　哲史 早稲田大学

 太田　紘史 筑波大学

P0221 発表日程変更

P0222 社会的態度の個人差を説明する概念としての 「常民

性」 の探究 (2)
作成した尺度の妥当性と信頼性の検討

◯三浦　麻子 大阪大学

 小林　哲郎 早稲田大学

 清水　裕士 関西学院大学

P0223 日本と地域への帰属意識が多元的正当化に及ぼす効

果

社会経済的地位に注目した検討

◯川嶋　伸佳 神奈川大学

P0224 知覚された説得意図がSNSでの説得に与える影響 ◯石原　瞳 東京大学

 鈴木　貴久 津田塾大学

P0225 陰謀論者が新型コロナワクチンを拒否したとき

陰謀論的信念がCovid-19陰謀論及びワクチン信頼度

に与える影響の検討

◯亀岡　優輔 立正大学

 西田　公昭 立正大学

P0226 メタステレオタイプと性役割態度が同性愛者に対する態

度に及ぼす影響 (3)
◯竹原　菜々子 東京女子大学

 工藤　恵理子 東京女子大学

 長谷川　孝治 駒澤大学

P0227 コロナ禍の授業形態が大学生の学校満足度と学校生活

意欲に与える影響 (1)
―コロナ禍の授業形態が大学生の生活意欲に与える影

響―

◯牧野　幸志 摂南大学

P0228 ネガティブな側面を有する協力要請に対する応諾の程

度に感謝が及ぼす影響

◯礒部　智加衣 千葉大学

P0229 職場の非礼は伝達機能をもつのか

―非礼がシグナルとして職務満足度と組織市民行動に

及ぼす影響―

◯宮崎　美保 広島大学

 相馬　敏彦 広島大学

P0230 結婚生活における社会的比較 ：

役割遂行と個人条件を比較カテゴリーとして

◯周　玉慧 台湾中央研究院

P0231 最小相互作用と向社会的行動 ◯石黒　格 立教大学

P0232 リアルタイムチームワーク評価に向けて ：

協働作業中の 「気づかい」 推定手法の提案

◯佐々木　元気 東京電機大学

 五十嵐　洋 東京電機大学

P0233 向社会的な嘘と抑うつの関連における非緩和共同性の

役割

◯田口　恵也 大阪大学

 太幡　直也 愛知学院大学
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P0234 開示伝達動機尺度の作成の試み

―大学生を対象として―

◯稲垣　勉 京都外国語大学

P0235 対人コミュニケーションにおける逆転型アイロニーが他

者との関係性に及ぼす影響

◯岸　ひなた 京都橘大学

 前田　洋光 京都橘大学

P0236 間接的要求が効果的となる条件の検討

恩恵／修復場面での間接的要求使用効果の比較

◯森　久美子 関西学院大学

 野谷　風花 関西学院大学

P0237 妬みによる他者の報酬を減らす/自分の報酬を増やす

行動

◯中井　彩香 東京都立大学

 沼崎　誠 東京都立大学

P0238 LINEでの会話におけるあいづちが対人魅力に及ぼす

影響

◯田村　美恵 神戸市外国語大学

 肥田　美桜和 （株）ロイヤルホテル

P0239 解読に関するパフォーマンスと知識の関係性

―測定領域および文化的背景に着目して―

◯志水　勇之進 愛知淑徳大学

 小川　一美 愛知淑徳大学

P0240 シャイネスが主観的幸福感と孤独感に及ぼす影響

─他者への自己開示の媒介効果に着目して─

◯池田　蓮人 広島大学

 新垣　紀子 成城大学

 中島　健一郎 広島大学

P0241 診察場面での患者の怒りに伴う行動とその後の医師の

行動

怒りの正当性評価との関連

◯阿部　晋吾 関西大学

P0242 女性管理職が用いる他者操作方略とリーダーの自信と

の関連

自己呈示、 対人ストレッサーに着目して

◯木川　智美 名古屋産業大学

P0243 大学生におけるSNS利用と社会関係資本に関する研

究

―MAXQDAを用いたインタビュー分析を通して―

◯黄　雪琴 名古屋大学

P0244 コンテクストの高低に対するコードスイッチングを測定す

る尺度開発の試み

◯呉　長憶 大阪公立大学

 山　祐嗣 大阪公立大学

P0245 フレーミングがジェンダー ・バイアス対峙者への評価に

与える影響

◯吉田　夏月 国際基督教大学

P0246 「お節介を気にする人」 と 「お節介でも手を出す人」 ◯新谷　優 法政大学

P0247 効果的利他主義の心理的メカニズム ：寄付効果の認識

と共感に着目して

◯川口　周一郎 大阪公立大学

 河村　悠太 大阪公立大学

P0248 人は罰場面を回避するのか？

―場面選択型第三者罰ゲームを用いた検討―

◯三石　宏大 大阪公立大学

 河村　悠太 大阪公立大学

P0249 見知らぬ他者への援助行動は伝播するか？ (1) ：
フィールド実験を用いた検討

◯平山　陽菜 東京大学

 清河　幸子 東京大学

P0250 大学生のアルバイトにおける職業コミットメントと援助要

請忌避態度の関連

◯佐々木　稜 静岡大学

 太田　仁 奈良大学

 橋本　剛 静岡大学
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P0301 寄付行動の分類に関する探索的検討

対象 ・目的とイメージの関連

◯中島　誠 名古屋学院大学

P0302 内向的な人が好まれるとき

親和場面での対人魅力

◯村田　光二 成城大学

P0303 笑顔で美しいと正直に見えるのか？

笑顔と顔の魅力が初期の欺瞞性認知に与える影響

◯久保田　晶乃 法政大学

P0304 討論時の批判的思考態度と社会的スキルの関係 ◯石川　真 上越教育大学

P0305 チームワーク能力と能力の自己評価および適応感との

関連

2時点の調査による検討

◯渡部　麻美 東洋英和女学院大学

P0306 低自己評価者の新規職場適応を支える重要他者の存

在

―関係的自己と真正な自己表現からの検討―

◯谷口　淳一 帝塚山大学

 宮川　裕基 追手門学院大学

 森下　雄輔 大阪国際大学

P0307 「推し」 と恋愛相手における恋愛様相の差異に関する

研究

◯栗林　克匡 北星学園大学

P0308 アタッチメントスタイル、 社会的排斥、 心理的 IPVの縦

断的関連

3波の縦断調査からの検討

◯金政　祐司 追手門学院大学

 宮川　裕基 追手門学院大学

 古村　健太郎 弘前大学

P0309 周囲からの非受容への反発が遠距離恋愛を強くする ◯古村　健太郎 弘前大学

P0310 孤独な人びとはダークサイドの人に助けを求めるのか？ ◯増井　啓太 追手門学院大学

P0311 婚活パーティーにおける男性の評価に及ぼす社会的情

報の効果

他の女性が関心を向けた男性は魅力的に見える

◯天野　陽一 東京都立大学

P0312 運動部員の仲間関係における積極的表現と自己への

気遣いとの関係

◯吉村　斉 高知学園大学

P0313 友人からの過去の受容経験が大学生の誘い行動に及

ぼす影響

被受容感と被拒絶感の媒介効果の検討

◯大津　彩 東京女子大学

P0314 恋人への依存性と架空の嫉妬場面への対処行動との

関連

◯山下　倫実 十文字学園女子大学

P0315 SNSストレスと友人関係満足感の関連における利用時

間の調整効果

◯西浦　真喜子 北陸大学

 小島　弥生 北陸大学

P0316 友人グループの類似性は文化普遍的か？

― 「価値類似性」 と 「属性類似性」 に対する関係流

動性の媒介効果―

◯福島　慎太郎 東京女子大学

 伊藤　篤希 大阪大学
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P0317 子育てに関する祖父母とのコミュニケーション頻度と子

育てTMS認知が主観的幸福感と夫婦関係満足度に及

ぼす影響

―夫婦ペアデータを用いた検討―

◯西村　太志 広島国際大学

 小山　萌実 広島国際大学

 相馬　敏彦 広島大学

 古谷　嘉一郎 関西大学

P0318 両親の自尊感情や養育行動が中学生の子どもに与える

影響

多母集団同時分析による学年間の比較検討

◯西村　由貴子 広島大学 ・日本学術振興会

 清水　陽香 西九州大学短期大学部

 中島　健一郎 広島大学

P0319 中高年者の近隣関係と主観的ウェルビーイング

「家を行き来する間柄」 と 「互いの家族構成を知る間

柄」 の比較をとおして

◯菅原　育子 武蔵野大学

 小林　江里香 東京都健康長寿医療センター研究所

P0320 東日本大震災による原子力災害の避難者の精神的健

康

―新潟県への避難者を対象として―

◯元吉　忠寛 関西大学

 勝又　陽太郎 東京都立大学

 田村　啓子 新潟県精神福祉協会

 本間　寛子 新潟県精神福祉協会

P0321 保育者 ・教員養成校の学生の反芻 ・省察が共感疲労

に与える影響 （1）
学部2年次生の共感疲労の検討

◯小池　はるか 東海大学

P0322 都会の若者は田舎の高齢者より対人ストレスが多いの

か

―個人属性と生態学的要因による対人ストレッサー―

◯橋本　剛 静岡大学

P0323 集団を形成する感情的要素と規範的要素の探索的調

査

家族の集団形成要素に着目して

◯小林　智之 福島県立医科大学

 吉田　和樹 医療創生大学

P0324 新参の集団成員は誰から規範を学ぶのか

評判低下が懸念される逸脱的行動意思決定における

高地位者の役割

◯岩谷　舟真 関西学院大学

 畑　大河 東京大学

 村本　由紀子 東京大学

P0325 がんや甲状腺に対する知識 ・態度によるセグメンテー

ションに応じたメッセージ効果の検証

甲状腺検査、 がん検査に関する調査から

◯平井　啓 大阪大学

 山村　麻予 関西福祉科学大学

 松村　悠子 大阪大学

 見上　日奈子 大阪大学

 三浦　麻子 大阪大学

 八木　絵香 大阪大学

 坪倉　正治 福島県立医科大学

 大竹　文雄 大阪大学

P0326 包摂性知覚が集団生産性関連変数に及ぼす影響

―縦断調査による検討―

◯坂田　桐子 広島大学

 小宮　あすか 広島大学

 森永　康子 広島文教大学

P0327 オタクにおける集団アイデンティティ （1）
オタクに対する印象の検討

◯菊地　学 岩手県立大学

 山本　景晴 岩手県立大学

P0328 オタクにおける集団アイデンティティ （2）
オタクにおける集団アイデンティティの検討

◯山本　景晴 岩手県立大学

 菊地　学 岩手県立大学

P0329 複数グループメンバーシップと心理的ウェルビーングの

関係

自閉スペクトラムの調整効果に着目した検討

◯後藤　伸彦 一橋大学

 三好　智子 京都工芸繊維大学
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P0330 繰り返しのある社会的ジレンマゲーム下の持続的協力

の原因解明

理論モデルによる解釈を目指した検討

◯成田　達樹 青山学院大学

 水野　景子 関西学院大学

 井上　裕香子 安田女子大学

 松本　良恵 淑徳大学

 清成　透子 青山学院大学

P0331 集団間の代理的な報復が生じる罰行動は向社会的罰

なのか？

外集団の個人による罰行動の主観的評価の特定

◯小野田　竜一 大東文化大学

P0332 社会的ヒューリスティック仮説に基づく協力行動の促進

―囚人のジレンマゲームを用いた検討―

◯稲積　七美 関西学院大学

 清水　裕士 関西学院大学

P0333 囚人のジレンマゲームにおけるラベルフレーミング効果

の検討

日本における追試研究

◯水鳥　翔伍 北海道大学 ・日本学術振興会

 高橋　伸幸 北海道大学

P0334 社会的ジレンマ状況で他者への協力期待はどのように

更新されるか

◯星野　匠映 関西学院大学

 三木　毬菜 関西学院大学

 水野　景子 関西学院大学

 清水　裕士 関西学院大学

P0335 社会的ジレンマにおけるオンラインでのコミュニケーショ

ンの効果 ：

ごみ処理ジレンマゲームを用いて

◯安藤　香織 奈良女子大学

 日室　聡仁 NECソリューションイノベータ

 後藤　晶 明治大学

 安原　彰子 同志社大学

 笹鹿　祐司 NECソリューションイノベータ

 江島　直也 NECソリューションイノベータ

P0336 集合的な探索における情報共有の合理性

行動実験とシミュレーションによる検討

◯菅沼　秀蔵 東京大学

 亀田　達也 明治学院大学

P0337 関係価値は戦争中の国に対しても融和的態度を促進

するか

◯福野　光輝 東北学院大学

 加藤　祐人 東北学院大学

P0338 集団間代理報復における外集団視覚情報の影響

―オンライン会議ツールを用いた集団間対立ゲームに

よる検討―

◯廣瀬　周作 広島大学

 前村　奈央佳 神戸市外国語大学

 中島　健一郎 広島大学

P0339 上司からのネガティブ ・ フィードバックに対する受け手

の評価が上司への信頼性， 行動改善， 関係変化に与

える影響

◯山本　圭吾 関西大学

 阿部　晋吾 関西大学

P0340 労働者の情動知能の高低における組織内自尊感情と

ワーク ・ エンゲイジメント及び心身の健康との関連

◯足立　邦子 園田学園女子大学

 山村　麻予 関西福祉科学大学

 小田桐　良一 園田学園女子大学

P0341 COVID-19流行下における保健所管理職の業務状況と

精神的健康

COVID-19対応時の保健所管理職の労働実態 （１）

◯松井　豊 筑波大学

 髙橋　幸子 共立女子大学

 島本　さと子 東海大学

 三木　明子 関西医科大学

 増茂　尚志 皆藤病院

P0342 COVID-19流行下における保健所管理職の職業性スト

レスと退職意思

COVID-19対応時の保健所管理職の労働実態 （２）

◯髙橋　幸子 共立女子大学

 松井　豊 筑波大学

 島本　さと子 東海大学

 三木　明子 関西医科大学

 増茂　尚志 皆藤病院
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P0343 「HSP」 という語を用いた現象説明が持つ魅力とは何

か ：

単語分散表現と J-LIWC2015を用いた内容バイアスの

探索的検討

◯中村　日海里 

P0344 Yahoo!知恵袋への質問から見るHSP概念の社会的受

容 その1
―共起ネットワーク分析を用いて―

◯澤田　戒 甲南大学

 福井　義一 甲南大学

 中谷　智美 甲南大学

P0345 外国関連情報への接触が国家 ・国民イメージに及ぼ

す影響

日本人の韓国および中国に対する国家 ・国民イメージ

◯佐久間　勲 文教大学

P0346 大学入学前のSNSでの自己情報公開と入学後の友人

数の関連

◯太幡　直也 愛知学院大学

 佐藤　広英 信州大学

P0347 ニュースサイトにおけるコメントの影響力 (1)
コメントの論調と社会的証明に着目して

◯中西　大輔 広島修道大学

 井川　純一 東北学院大学

 五百竹　亮丞 広島文教大学

 今井　真 学習院大学

P0348 ニュースサイトにおけるコメントの影響力 (2)
コメントの感情価とコメントへの注視に着目して

◯井川　純一 東北学院大学

 中西　大輔 広島修道大学

 今井　真 学習院大学

 五百竹　亮丞 広島文教大学

P0349 インスタグラムにおける匂わせ知覚の生起メカニズム ◯笠置　遊 立正大学

 下田　麻衣 京都ノートルダム女子大学

 西浦　真喜子 北陸大学

P0350 客観的評価および主観的評価によるスマホの使用時間

とスマホ依存傾向との関連性の違い

◯渕上　維音 放送大学
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P0401 低年齢の子どものインターネット理解が社会性に及ぼす

影響

3波縦断調査による媒介効果の検討

◯松尾　由美 江戸川大学

 田島　祥 東海大学

 坂元　章 お茶の水女子大学

P0402 大学生の動画配信サービス利用状況

有料または無料サービスで何を、 どのように視聴するの

か

◯正木　誠子 関東学院大学

P0403 メディア利用と日本人意識 （11）
ウィズコロナ時代に必要とされるメディア利用術

◯有馬　明恵 東京女子大学

 山下　玲子 東京経済大学

 志岐　裕子 慶應義塾大学

 藤井　達也 東京経済大学

P0404 メディア利用と日本人意識 （12）
東京2020オリンピック直後のオリンピック ・ パラリンピッ

クイメージと日本イメージの関係

◯山下　玲子 東京経済大学

 藤井　達也 東京経済大学

 有馬　明恵 東京女子大学

 志岐　裕子 慶應義塾大学

P0405 Message Tone’s Impact on Green Product Preferences :
A Comparative Study

◯Boxuan Song Hitotsubashi University
 Nobuhiko Goto Hitotsubashi University

P0406 日本人消費者における経験推奨現象の検証および

ユーダイモニックな動機の影響

◯李　楊 名古屋大学

 鈴木　風花 （株）豊通シスコム

 大平　英樹 名古屋大学

P0407 倫理的消費への態度と応援消費 ◯泉水　清志 育英短期大学

P0408 栄養ラベルが購買意欲に及ぼす影響

―Nutri-Scoreのケース―

◯浅川　雅美 文教大学

 岡野　雅雄 文教大学

P0409 広告の背景色とコピーの志向性がブランド態度に及ぼ

す影響 ：

寒色は新しさを、 暖色は懐かしさを喚起するか？

◯前田　洋光 京都橘大学

 山地　紗代 京都橘大学

P0410 SNS利用者の利用意識別の特徴

―ICT利用のライフスタイル研究―

◯小島　誠也 NTTドコモ

 松田　美佐 中央大学

 飽戸　弘 東京大学

P0411 なぜ政治的発言は炎上するのか ：

ランダム化要因配置実験を用いた検討

◯岡田　葦生 関西学院大学 ・日本学術振興会

 稲増　一憲 東京大学

P0412 政治知識と党派性が陰謀論的思考に及ぼす効果 ◯岩渕　功 早稲田大学

 荒井　紀一郎 中央大学

P0413 制度アプローチに基づく文化的自己観の検討

―排除回避傾向の共有性の観点から―

◯中里　直樹 大分大学

 溝上　大賀 元大分大学

P0414 文化的自己観の親子間相関と親の理想の媒介効果の

検討

◯小宮　あすか 広島大学

 宇津山　日和 広島大学

P0415 推しへのガチ恋はアガペ ◯山岡　重行 聖徳大学
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P0416 中国における文化的自己観に関する多元的無知 ◯岩田　和也 関西学院大学

 山口　裕幸 京都橘大学

 清水　裕士 関西学院大学

P0417 雇用流動性 ：測定尺度の作成と国内分散の検討 ◯伊藤　篤希 大阪大学

 前田　友吾 玉川大学

 結城　雅樹 北海道大学

P0418 推し活尺度の作成および信頼性 ・妥当性の検証 ◯原口　知子 筑波大学

 木田　豊美 筑波大学

 髙尾　あゆみ 筑波大学

 薄　貢一郎 筑波大学

 舟崎　智誠 筑波大学

 押川　聖子 筑波大学

 大塚　泰正 筑波大学

P0419 経済的苦難と災害が日本の歌詞における感情に与える

影響

―過去50年間のヒット曲データを用いた時系列分析―

◯増井　拓紀 一橋大学

 宮本　百合 一橋大学

P0420 住居移動性が放縦 ・抑制の文化次元に及ぼす影響

国ごとの移動性向指標を用いた検討

◯寺嶌　裕登 名古屋大学

P0421 関係流動性が成功時の誇り ・ 羞恥表出者への評価に

及ぼす影響

日米比較調査による検討

◯前田　友吾 玉川大学

 結城　雅樹 北海道大学

P0422 How Relational Mobility Influences Green Consumption
A Cross-Cultural Study

◯Yiming Zhu Hokkaido University
 Masaki Yuki Hokkaido University

P0423 東洋人と西洋人の自己嫌悪の文化差についての検討 ◯碩　雅人 大阪公立大学

P0424 How cultural variations in moral and political disagree-
ments influence the perception of not taking a side

◯Cleone Mitsui Osaka Metropolitan University
 Yuta Kawamura Osaka Metropolitan University

P0425 職場でのユーダイモニック ・ ウェルビーイングとソーシャ

ル ・ サポートの検討

日本 ・台湾 ・英国 ・米国の国際分析

◯ Igor de Almeida 京都大学

 田中　康寛 コクヨ（株）

 黄　冠儒 京都大学

 内田　由紀子 京都大学

P0426 職務難易度の知覚と適正給与額の判断の関係 ◯田中　友理 多摩大学

 松尾　朗子 東京大学

P0427 通信制高校にみるコロナ禍

―教員へのインタビューに基づいて―

◯與久田　巌 奈良大学

P0428 女性管理職ロールモデルが管理職昇進意欲に与える

影響

◯川島　千佳 東京都立大学

P0429 高齢者のスロージョギング習慣化支援を目的とした

LINE対話型伴走サポートの効果

◯丹野　宏昭 WizWe習慣化研究所

P0430 中高年 ・ シニア層のネット利用に対する社会的支援の

影響

ネット利用内容に関するパネル調査データ分析

◯北村　智 東京経済大学

 片桐　恵子 神戸大学

 森　玲奈 帝京大学

P0431 住民主体の通いの場立ち上げプログラムの実施と評価 ◯森　裕樹 兵庫県立大学 ・東京都健康長寿医療センター研究所
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P0432 いじめに関する常套句についての言説分析的考察

「いじめという言葉は軽すぎる」 論の構造

◯八ッ塚　一郎 熊本大学

P0433 感覚処理感受性の高い子どもはどのような学級環境で

伸びるか

―小中学生を対象にした学級の社会的目標構造による

検討―

◯水野　君平 北海道教育大学

 谷口　あや 三重大学

P0434 発表日程変更

P0435 環境問題に関する認識の可視化と会話を促す方法の

検討

二次元イメージ展開法シェアリング実施後のテキスト分

析から

◯園田　美保 鹿児島女子短期大学

P0436 フードシェアリングサービスの利用意図の規定因 ◯前田　洋枝 南山大学

P0437 河川におけるポイ捨て行動抑制のための介入実験

―山形県鶴岡市での夜間対策―

◯中俣　友子 尚絅学院大学

 森　康浩 宮城学院女子大学

 金子　博 （特非） パートナーシップオフィス

 大谷　明 （特非） パートナーシップオフィス

P0438 健康観察アプリへの受容態度と文化的世界観との関連 ◯高木　彩 横浜国立大学

 武田　美亜 青山学院大学

 今野　将 千葉工業大学

P0439 完全自動運転車の利用意図について

―あなたの大切な人に使わせたい？―

◯北折　充隆 金城学院大学

 吉武　久美 人間環境大学

P0440 なぜ緊急時の援助要請を控えるのか

119番通報抑制の実態と心理機序の検討

◯木村　昌紀 神戸女学院大学

 塩谷　尚正 梅花女子大学

 北小屋　裕 病院前救護と健康管理研究会

P0441 なぜ人々はV Tuberのライブにリアル参加するのか

シンガポールのアニメフェスティバルでの参与観察に基

づく予備的考察

◯石盛　真徳 追手門学院大学

 中尾　元 追手門学院大学

 原田　章 追手門学院大学

 長岡　千賀 追手門学院大学

 Igor de Almeida 京都大学

 打田　篤彦 神戸大学

 上田　真由子 追手門学院大学

P0442 コミコン ・ コミュニティにおけるプラットフォーム性と表象

バンクーバー ・ ボストン ・ 台北のFan ExpoやAnime 
Conでのフィールド調査

◯中尾　元 追手門学院大学

 石盛　真徳 追手門学院大学

 原田　章 追手門学院大学

 長岡　千賀 追手門学院大学

 Igor de Almeida 京都大学

 打田　篤彦 神戸大学

 上田　真由子 追手門学院大学

P0443 地域連携におけるチームワークと地域に対する態度の

相互関係

小学校における4か月間の2時点縦断データに基づく

検討

◯吉田　琢哉 岐阜聖徳学園大学

 吉澤　寛之 岐阜大学

 浅野　良輔 久留米大学

P0444 海外移住の動機を測定する

ニュージーランドにおけるライフスタイル移住の観点から

◯加藤　潤三 立命館大学

 前村　奈央佳 神戸市外国語大学

P0445 どのような地域で生活すれば孤立 ・孤独に陥らないで

すむのか

◯浦　光博 追手門学院大学
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P0446 訪問観光客数と個人特性が観光地域評価に与える影

響

マルチレベル分析による観光地としての居住地域の評

価

◯岡本　卓也 信州大学

P0447 人材の多様性とボランティア参加意向の関連

地域住民の学校ボランティアへの参加意向は関わるボ

ランティアの多様性により高まるか？

◯奥田　麻依子 京都大学

 内田　由紀子 京都大学

P0448 家族樹形図療法における30年間の認識の変化 ◯高山　智 青山学芸心理

P0449 いじめ傍観行動における多元的無知 （４）

―周囲の生徒に対する信頼感が及ぼす影響―

◯有倉　巳幸 鹿児島大学

 稲垣　勉 京都外国語大学

 神山　貴弥 同志社大学

P0450 リーダーの暗黙理論がチームマネジメントに与える影響

成員の努力経験の分野に着目して

◯鈴木　啓太 東京大学

 佐藤　旺介 東京大学

 村本　由紀子 東京大学
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